


　

１
月
８
日
（
日
）、
平
成
29
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
、
八
坂
神
社
を
出
発
し
た
消
防
団
員
と
消
防
車
両
が
、

現
和
分
団
ラ
ッ
パ
隊
の
音
色
に
合
わ
せ
て
市
中
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
市
民
体
育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
古
田

分
団
に
よ
る
規
律
訓
練
や
住
吉
分
団
に
よ
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操

法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
西
之
表
幼
稚
園
の
園
児
ら
で
構
成
さ
れ
た
「
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
」
が
、
消
防
車
と
の
綱
引
き
に
挑
戦
。
一
生
懸
命
に
頑

張
る
可
愛
ら
し
い
姿
に
、
観
客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
恒
例
の
分
団
対
抗
水
出
し
競
技
「
ボ
ー
ル
は
踊
る
」

で
は
、
見
事
な
動
作
で
中
割
分
団
が
優
勝
。
大
迫
力
の
一
斉
放
水

で
は
、
水
し
ぶ
き
の
中
に
虹
が
見
え
、
今
年
も
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

放
水
後
、
体
育
館
内
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
長
野
市
長
が
式

辞
を
述
べ
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
防
災
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

消
防
関
係
者
（
左
頁
）
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古田分団による規律訓練分団対抗水出し競技「ボールは踊る」



邦

　

住吉分団による小型動力ポンプ操法

市民体育館への一斉放水



　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時

点
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
（
農
耕
用
含
む
）
な
ど
の
所
有

者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

月
割
り
課
税
の
制
度
は
な
く
、
４
月

２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

き
を
し
た
場
合
で
も
、
１
年
分
の
税
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
要
と
な
っ
た
軽
自
動
車
等
の

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

不
要
と
な
っ
た
軽
自
動
車
等
を
次
の

よ
う
な
状
況
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
３
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
廃
車
及
び
名
義
変

更
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
不
能
と
な
っ
た
り
、
解
体
ま
た

は
紛
失
等
し
た
も
の
で
、
廃
車
手
続
き

を
し
て
い
な
い
場
合

・
転
売
や
譲
渡
を
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ま
だ
名
義
変
更
を
し
て
い
な
い

場
合

・
転
出
等
に
よ
り
西
之
表
市
内
で
使
用

し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
住
所
変

更
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合

※廃車や名義変更の手続きは、下記で行ってください。

軽自動車種別 受付窓口または問い合わせ先

原動機付自転車（125cc 以下） 西之表市役所税務課市税係
℡ 22-1111 内線 233・229小型特殊自動車

（農耕作業用も含む）
軽二輪

（125cc超～250cc以下の二輪車）
全国軽自動車協会連合会

鹿児島事務所
℡ 099-261-4011
〒 891-0131

鹿児島市谷山港 2丁目 4-42
※行政書士等に依頼することも可能です

軽三輪
二輪の小型自動車

（250cc を超える二輪車）
軽四輪

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
措
置

　

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
減
免
申
請
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

５
月
31
日
（
水
）
ま
で
行
い
ま
す
。
自

宅
へ
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
（
５
月
上
旬

発
送
予
定
）
を
持
参
し
て
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
措
置

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
適
用
期
限

が
１
年
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た

一
定
の
環
境
性
能
基
準
を
満
た
す
車
両

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
軽
減
の
内
容
は
、
平
成
28
年

度
分
と
同
様
で
す
。

　

条
例
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
か

ら
左
記
の
と
お
り
、
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

（
納
期
限
の
変
更
に
伴
い
、
納
付
書
の
発

送
は
５
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

改正前 改正後

４月 30 日 ５月 31日

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
税
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
３
３
・
２
２
９



　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
（
保
険
料
納
付
済
等
期
間
）
が
10
年

に
短
縮
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
年
金

を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
．
何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

　

平
成
29
年
８
月
１
日
以
降
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
保
険

料
納
付
済
等
期
間
）
を
25
年
か
ら
10
年

に
短
縮
し
ま
す
。

２
．
対
象
者
は
誰
で
す
か
？

　

す
で
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
保
険

料
納
付
済
等
期
間
）
が
10
年
以
上
の
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
平
成
29
年
２
月
末

〜
平
成
29
年
７
月
ま
で
の
間
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」
を
順

次
送
付
予
定
で
す
。

３
．
手
続
は
必
要
で
す
か
？

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
必
要
書
類
と
併
せ
て
、
年
金
事

務
所
や
「
出
張
年
金
相
談
会
」（
毎
月
開

催
）
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

出
張
年
金
相
談
会

【
開
催
予
定
日
】

（
２
月
）
①
21
日　

②
22
日

（
３
月
）
①
28
日　

②
29
日

（
４
月
）
①
25
日　

②
26
日　

③
27
日

（
５
月
）
①
22
日　

②
23
日　

③
24
日

（
６
月
）
①
27
日　

②
28
日　

③
29
日

（
７
月
）
①
25
日　

②
26
日

【
開
催
時
間
】

①
10
時
〜
17
時

②
９
時
〜
17
時

③
９
時
〜
14
時

【
相
談
会
場
】
市
役
所
２
０
１
会
義
室

※
完
全
予
約
制
（
年
金
請
求
書
の
受
領

確
認
後
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

４
．
い
つ
か
ら
受
給
で
き
ま
す
か
？

　

す
で
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
保
険
料

納
付
済
等
期
間
が
10
年
以
上
の
方
は
、

平
成
29
年
９
月
分
を
10
月
に
、
ご
指
定

の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。（
以
降
、

２
ヵ
月
分
の
年
金
が
偶
数
月
に
支
払
わ

れ
ま
す
。）

５
．
受
給
で
き
る
年
金
額
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

　

年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ

て
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
決
ま
り
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
長
け
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
年
金
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

６
．
年
金
の
請
求
手
続
き
は
本
人
が
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　

本
人
が
直
接
窓
口
に
お
い
で
に
な
れ

な
い
と
き
は
、
委
任
状
に
よ
り
代
理
人

に
手
続
き
を
委
任
す
る
こ
と
で
、
そ
の

手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

７
．
今
回
の
制
度
の
変
更
に
よ
っ
て
遺

族
年
金
・
障
害
年
金
の
受
給
要
件
も
か

わ
る
の
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
通
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
制
度
改
正
は
、
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
老
齢
年
金
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

年
金
請
求
書
を
送
付
す
る
前
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
電
話
を
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
手

数
料
等
の
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と

や
、
金
融
機
関
の
口
座
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
（
保
険
料
納
付
済
等
期
間
）
が
、
10

年
に
満
た
な
い
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？原

則
、
年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
保
険
料
納
付
済
等
期
間
が
現

在
10
年
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
や
保
険
料
を
後
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
後
納
制

度
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
納
付
済
期
間
を
増
や
す
こ
と
で
、
保

険
料
納
付
済
等
期
間
が
10
年
を
満
た
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
例
え
ば
海
外
に
居
住
し
て
お
り
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
等
、
保

険
料
納
付
済
等
期
間
に
加
算
で
き
る
合

算
対
象
期
間
（
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
期
間
」）

を
持
っ
て
い
る
場
合
、
年
金
が
受
給
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
済
等
期
間
が
、
現
在
10

年
に
満
た
な
い
方
に
対
し
て
も
、
個
別

に
お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

送
付
の
時
期
等
が
決
定
次
第
、
改
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
８



【
業
務
】
学
校
用
務
員

【
募
集
人
数
】
７
名

【
雇
用
期
間
】

　

４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

【
賃
金
】
市
が
定
め
る
額

【
資
格
】

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
及
び
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

（1）
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（2）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

（3）
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

（4）
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者

（5）
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
者
（
今
後
、

概
ね
１
年
以
内
に
完
納
が
見
込
め
る
者

を
除
く
。）

【
提
出
書
類
】

・
履
歴
書

・
申
請
書
（
市
教
育
委
員
会
総
務
課
庶

務
係
備
付
）

【
選
考
方
法
】
面
接
及
び
作
文
等
（
詳

【
募
集
人
数
】
２
名

【
活
動
内
容
】

・
自
治
会
に
お
け
る
①
人
口
・
世
帯
の

動
向
、
②
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
生

活
物
資
の
調
達
な
ど
生
活
の
状
況
、
③

清
掃
活
動
な
ど
集
落
内
で
の
支
え
合
い

の
状
況
、
④
農
地
・
山
林
・
公
共
施
設

な
ど
の
管
理
状
況
、
⑤
自
治
会
の
有
形
・

無
形
の
地
域
資
源
、
⑥
他
の
自
治
会
と

の
協
力
の
可
能
性
な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
活
用
に
よ
る
現
状
把
握

・
住
民
と
住
民
・
住
民
と
市
町
村
の
間

で
の
自
治
会
の
現
状
、
課
題
、
あ
る
べ

き
姿
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
へ
の
参
加

・
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
の
推
進

・
自
治
会
の
活
性
化
・
住
民
の
生
活
維

持
の
た
め
の
自
主
的
な
活
動
支
援
（
防

災
、
福
祉
活
動
、
環
境
整
備
、
他
地
域

と
の
連
携
・
交
流
な
ど
）

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
む
ら
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
の
企
画
・
運
営

・
各
自
治
会
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
や
地
域
づ
く
り
及
び
活
性
化
活
動
の

支
援

・
そ
の
他
自
治
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
認
め
ら
れ
る
活
動　

等

【
勤
務
地
】
西
之
表
市
内

【
勤
務
日
】
週
５
日
（
原
則
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
）

※
活
動
に
よ
っ
て
は
、
休
日
・
時
間
外

に
勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
本

市
の
規
定
す
る
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
12
時
〜
13
時
は
休
憩
時
間
）

【
休
日
】
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）。
有
給
休
暇

は
、
本
市
の
規
定
に
よ
り
付
与
し
ま
す
。

【
任
期
】
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月

31
日
（
１
年
単
位
で
更
新
し
、
最
長
平

成
32
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
可
）

※
た
だ
し
、
支
援
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
委

嘱
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
職
を
解

か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
給
与
】
月
額
16
万
円

【
保
険
】
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
・
雇
用
保
険
）
に
加
入

【
募
集
対
象
】

・
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
、
30
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方

・
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

２
６
１
号
）
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
方

・
行
政
経
験
者
、
農
業
委
員
・
普
及
指

導
員
な
ど
農
業
関
係
業
務
の
経
験
者
、

経
営
指
導
員
経
験
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
方
（
委

嘱
前
に
定
住
・
定
着
し
て
い
る
場
合
も

含
む
。
ま
た
、
自
治
会
長
等
と
の
兼
務

も
可
能
と
す
る
。）

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
地
域
住
民
と

協
力
し
な
が
ら
熱
意
を
持
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
め

る
方

・
積
極
的
に
自
治
会
活
動
に
入
り
込
み
、

活
動
を
共
に
で
き
る
方
及
び
住
民
等
と

十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
方

・
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
な
ど
）

の
一
般
的
な
操
作
が
で
き
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
限

定
不
可
）
を
所
持
し
て
い
る
方

【
応
募
方
法
】
左
記
の
提
出
書
類
を
、
市

役
所
地
域
支
援
課
に
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
し
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
提
出
書
類
】

①
西
之
表
市
集
落
支
援
員
応
募
用
紙

（
市
役
所
農
林
水
産
課
備
付
）

②
履
歴
書
（
市
販
可
）

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

【
受
付
期
間
】

　

１
月
25
日
（
水
）
〜
２
月
15
日
（
水
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
２



※
写
真
を
添
付
し
、
職
務
経
歴
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で
提
出
す
る

場
合
は
、
デ
ー
タ
内
に
顔
写
真
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。）

③
レ
ポ
ー
ト（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、様
式
任
意
）

※
集
落
支
援
員
と
し
て
活
動
し
た
い
こ

と
・
ど
の
よ
う
な
面
で
貢
献
で
き
る
か

を
、
８
０
０
字
以
内
で
簡
潔
に
明
記

【
募
集
期
間
】

　

１
月
30
日
（
月
）
〜
２
月
16
日
（
木
）

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
及
び
面
接
（
詳

細
は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。）

※
応
募
及
び
面
接
に
掛
か
る
経
費
（
書

類
申
請
時
送
料
、
交
通
費
等
）
に
つ
い

て
は
、
応
募
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
８

　

FAX
２
２
‐
０
２
９
５

　

〒
８
９
１
‐
３
１
９
３

　

西
之
表
市
西
之
表
７
６
１
２
番
地

　

einou@
city.nishinoom

ote.lg.jp
　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登
記

事
項
証
明
書
の
請
求
に
は
、
自
宅
や
会

社
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請

求
で
き
る
「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
求
さ

れ
た
証
明
書
は
、
郵
送
の
ほ
か
、
最
寄

り
の
登
記
所
や
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
、
受
取
り
が
可
能
で
す
。

☆
窓
口
請
求
よ
り
安
い
！

　

登
記
所
（
ま
た
は
法
務
局
証
明
サ
ー

　

所
得
税
、
個
人
の
消
費
税
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
申
告

に
必
要
な
帳
簿
の
記
帳
方
法
で
お
困
り

の
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

南
九
州
税
理
士
会
種
子
島
支
部
（
西

之
表
市
の
全
税
理
士
加
入
）
で
は
、
左

記
の
と
お
り
申
告
・
納
税
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。（
１
回
30
分

程
度
。
要
予
約
）

　

こ
の
機
会
に
、
専
門
家
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
実
施
期
間
】

　

２
月
１
日
（
水
）
〜
28
日
（
火
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
実
施
場
所
】
南
九
州
税
理
士
会
種
子
島

支
部
の
各
税
理
士
事
務
所
（
左
表
参
照
）

南九州税理士会種子島支部会員
　　　　　　（西之表市のみ）
税理士氏名 電話番号

廣田　久人 23‐3223

西田　陽一 23‐6011

前田　光範
22‐0633

前田　麻里

田添　祐一 22‐1879

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
税
理
士
に
事
前

に
必
ず
連
絡
し
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
理
士
に
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘

密
を
守
る
義
務
（
守
秘
義
務
）
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】
所
得
税
及
び
個
人
の
消
費

税
に
関
す
る
相
談
、
電
子
申
告
・
納
税

に
関
す
る
相
談

【
報
酬
】
申
告
・
納
税
に
関
す
る
相
談
は

無
料
。（
１
回
30
分
程
度
）

※
た
だ
し
、
具
体
的
に
申
告
書
等
（
申

告
書
、
決
算
書
、
帳
簿
）
の
作
成
を
依

頼
さ
れ
る
場
合
は
有
料
。
電
話
予
約
さ

れ
る
際
に
、
各
税
理
士
事
務
所
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
窓
口
で
登
記
事

項
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合
の
手
数

料
は
６
０
０
円
で
す
が
、
か
ん
た
ん
証

明
請
求
を
利
用
し
た
郵
便
受
取
の
場
合

は
５
０
０
円
、
窓
口
受
取
の
場
合
は

４
８
０
円
で
す
。

☆
自
宅
に
居
な
が
ら
！

　

手
数
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
電

子
納
付
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
で
き
ま

す
。（
金
融
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

☆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
か
ん
た
ん
！

　

登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単
な
初
期

設
定
（
申
請
者
情
報
登
録
等
）
を
行
う

だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
「
登
記
・
供
託

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
」（http://

w
w
w
.tou

ki-kyou
taku

-on
lin
e.

go.jp/

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
６
７



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11111
30

121222
11

121222
４

121222
19

・



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

121222
４

121222
５

11111
26



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

宇辰明穂 さん西村将太朗 さん



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

１１
７

121222
３~24

長
野　

辰
男
（
鹿
児
島
銀
行
）

深
田　

修
史
（
西
之
表
市
役
所
）

川
内　

駿
（
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
）

大
河　

祐
也
（
種
子
島
高
校
３
年
）

美
坂　

達
也
（
西
之
表
市
役
所
）

長
野

辰
男
（
鹿
児
島
銀
行
）

長
野

辰
男
（
鹿
児
島
銀
行
）

深
田

修
史
（
西
之
表
市
役
所
）

深
田

修
史
（
西
之
表
市
役
所
）

川
内

駿
（
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
）

川
内

駿
（
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
）

大
河

祐
也
（
種
子
島
高
校
３
年
）

大
河

祐
也
（
種
子
島
高
校
３
年
）

美
坂

達
也
（
西
之
表
市
役
所
）

美
坂

達
也
（
西
之
表
市
役
所
）

熊
毛
地
区
チ
ー
ム
（
女
子
）

コ
ー
チ

内
田　

智
弘
（
西
之
表
市
役
所
）

古
田　

渚
（
現
和
風
本
協
議
会
）

松
元　

日
向
子（
種
子
島
高
校
２
年
）

上
妻　

愛
子（
種
子
島
中
学
校
１
年
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

園
田　

莉
沙
（
西
之
表
市
役
所
）

熊熊熊
毛
地
区
チ
ー
ム
（
女
子
）

熊熊熊
毛
地
区
チ
ー
ム
（
女
子
）

ココ
ー
チ

ココ
ー
チ

内
田

智
弘
（
西
之
表
市
役
所
）

内
田

智
弘
（
西
之
表
市
役
所
）

古
田

渚
（
現
和
風
本
協
議
会
）

古
田

渚
（
現
和
風
本
協
議
会
）

松
元

日
向
子（
種
子
島
高
校
２
年
）

松
元

日
向
子（
種
子
島
高
校
２
年
）

上
妻

愛
子（
種
子
島
中
学
校
１
年
）

上
妻

愛
子（
種
子
島
中
学
校
１
年
）

ママ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ママ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

園
田

莉
沙
（
西
之
表
市
役
所
）

園
田

莉
沙
（
西
之
表
市
役
所
）



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

121222
    14
～ 16

１１
11

１１
３



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

第117弾
種子島の旬の食材をおいしく食べよう！

121222
10

121222
13





■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
、
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納

め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

早
割
・
前
納
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割

引
さ
れ
ま
す
。

★
お
申
込
み
は
簡
単
！

　
「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
な
事
項
を

記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
）
し
、

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
（
鹿
児
島
市
住
吉

町
６
‐
８
）
へ
郵
送
、
ま
た
は
、
市
役
所

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
も
し
く
は
金
融

機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
納
の
お
申
込
み
は
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

６
ヶ
月
前
納 　

４
月
〜
９
月
分
は
２
月
末

　
　
　

 　

10
月
〜
翌
年
３
月
分
は
８
月
末

１
年
前
納 

４
月
〜
翌
年
３
月
分
は
２
月
末

２
年
前
納 

４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
は
２
月
末

※
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
２

年
前
納
さ
れ
た
方
は
、
各
年
に
分
割
し
て

申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
２
年
前
納
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター　℡ 22‐1111 内線 306

「
商
品
が
届
か
な
い
！
」

　

ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
は

　
　
　
　
　
　
　
　

気
を
付
け
て
…

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
っ
て
、
手
軽

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
便
利

な
反
面
、「
お
金
を
振
り
込
ん
だ
の
に
商
品
が
届

か
な
い
。」、「
違
う
商
品
が
届
い
た
。」、「
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。」
等
、

ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
事
例
】

　

孫
娘
が
欲
し
が
っ
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し

た
ら
、
定
価
６
万
円
の
と
こ
ろ
半
額
で
販
売
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
見
つ

け
、希
望
の
色
も
あ
っ
た
の
で
申
し
込
ん
だ
。
翌
日
受
注
メ
ー
ル
が
届
き
、

記
載
さ
れ
て
い
た
振
込
先
口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
振
込
確
認
後

１
週
間
で
届
く
は
ず
の
商
品
が
、１
ヶ
月
経
っ
て
も
届
か
な
い
。
そ
の
後
、

メ
ー
ル
や
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
催
促
を
し
た
が
返
信
は
な
く
、
サ
イ

ト
に
も
住
所
、
電
話
番
号
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
も
し
か
し
て
、
詐
欺

サ
イ
ト
だ
っ
た
の
か
？
（
60
歳
代　

男
性
）

〈
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
〉

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
前
に
は
、
事
業
者
の
所
在
地
、
電
話
番
号

等
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
商
品
が
届
く
前
に
代
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場

合
に
被
害
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
前
払
い
に
よ
る

購
入
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
、
サ
イ
ト
内
に
事
業
者
の
名
称
、
所
在
地
、

電
話
番
号
等
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
表
示
が
な

い
サ
イ
ト
で
の
買
い
物
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

割引き率比較表（平成 28 年度）

1 回あたりの
納付額

割引額
1ヶ月分 ６ヶ月分 １年分 2年分

翌月末口座振替
・現金納付 16,260 円 ― ― ― ―

当月末口座振替〈早割〉 16,210 円 50 円 300 円 600 円 1,200 円
6 ヶ月前納〈現金納付〉 96,770 円 ― 790 円 1,580 円 3,160 円
6 ヶ月前納〈口座振替〉 96,450 円 ― 1,110 円 2,220 円 4,440 円
1 年前納〈現金納付〉 191,660 円 ― ― 3,460 円 6,920 円
1 年前納〈口座振替〉 191,030 円 ― ― 4,090 円 8,180 円
2 年前納〈口座振替〉 377,310 円 ― ― ― 15,690 円

※平成 28 年度の保険料による割引率です。



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
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１
１
１
内
線
２
５
７



宇
宙
科
学
技
術
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
先
取
り
情
報
！

平
成
2 8
年
度

西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
12
月
上

旬
か
ら
館
内
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
一
足
先
に
東
館

の
一
部
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
３
月
の
予
定

で
す
が
、
先
取
り
し
て
み
ら
れ
る
新

し
い
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
宇
宙
の
謎
に
タ
ッ
チ
し
よ
う

「
太
陽
っ
て
ど
ん
な
色
？
」「
夜
空
に

輝
く
星
の
中
で
一
番
明
る
い
の
は
ど

れ
？
」

　

種
子
島
の
き
れ
い
な
星
空
を
見
な

が
ら
ふ
と
思
い
浮
か
ぶ
、
宇
宙
に
つ

い
て
の
素
朴
な
疑
問
が
「
タ
ッ
チ
」

で
解
決
し
ち
ゃ
う
か
も
？

■
触
っ
て
体
感
宇
宙
を
身
近
に

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
保
有
す
る
技
術
や
画

像
、
企
業
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
商

品（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
商
品
）を
触
っ

て
体
感
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
、
新
し
く

加
わ
り
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
型
冷
却
下

着
等
、
一
部
の
展
示
品
を
触
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

い
じ
め

を し な
い
・
許

さ
ない！

め

な
い

許

さ

　

宇
宙
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
が
日
用

品
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
手

で
触
っ
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
無
重
力
空
間
で
記
念
撮
影

　
「
き
ぼ
う
」
内
に
は
、
あ
た
か
も
無
重

力
空
間
に
い
る
よ
う
な
、
ふ
わ
っ
と
浮
い

た
写
真
を
撮
れ
る
写
真
ス
ポ
ッ
ト
が
出

来
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
台
等
も
設
置
さ
れ
、

自
撮
り
も
可
能
で
す
。
来
館
記
念
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
は
上
手
く
撮
れ
る
か
な
？

※
東
館
は
引
き
続
き
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

の
為
、
一
部
見
ら
れ
な
い
展
示
物
が
あ

り
ま
す
。
西
館
に
つ
い
て
は
、
全
面
的

に
立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3767 4194 7961 3978
上西 242 280 522 281
下西 1091 1223 2314 1184
国上 549 597 1146 607
伊関 193 207 400 209
安納 202 222 424 229
現和 635 654 1289 680
安城 146 164 310 171
立山 56 51 107 55
中割 52 51 103 63
古田 185 228 413 204
住吉 426 501 927 516

［火　災］
 出火件数　  2 件
 うち建物　  1 件
［救　急］
 出動件数　77件
 うち急病　45件

発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

鮫
島　

愛ま

な菜

女
誠

真
紀

西
町

古
田　

乙お
と
の
す
け

之
友

男
友
也

育
代

中
西

平　

愛ま

な

や
菜
哉

男
大
輔

公
子

東
町

栗
﨑　

柚ゆ
ず
き希

女
穂
隆

里
香

埼
玉
県

岩
坪　

咲さ

ら來

女
志
考

琴
美

愛
知
県

石
川　

大た
い
が雅

男
賢
悟

忍

上
石
寺

酒
井　

完か
ん
じ爾

男
宣
政

弘
衣

野
首

細
山
田　

弦げ
ん
き樹

男
重
樹

奈
美

納
曽

田
上　

未み

さ

の
紗
乃

女
稔

佐
登
里
深
川

上
村　

紗さ

な奈

女
勝
吾

咲
希

上
之
原
町

内
藤　

民た
み
じ詞

男
淳
之
介
歩

寺
之
門

小
川　

ひ
な
た

女
完

美
幸
紀
今
年
川

［人口］
全体 15,916 人（－    12）
男性   7,544 人（－      3）
女性   8,372 人（－      9）

［世帯数］
世帯（－    2）

（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

　

川　

幸
人

武
部

　

川　

ル
イ
子

柳　

チ
サ
子

武
部

柳　

次
男

江
口　

義
治

本
立

江
口　

シ
ズ

南　

三
也

上
能
野

南　

ト
シ

清
水　

ヤ
ス
子
本
立

清
水　

秋
男

上
﨑　

淑
子

平
松

上
﨑　

光
男

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

 

（
年
齢
）
（
住
所
）

荒
木　

昌
子

73

中
野

濱
島　

ヨ
シ

94

東
町

下
田　

孝
一

76

榕
城
中
目

久
留　

ミ
エ

91

鞍
勇

榎
本　

孝

92

国
上
中
目

川
下　

マ
サ
ヱ

77

塰
泊

𠮷
永　

イ
ツ
ヱ

86

天
神
町

鈴
木　

保

83

大
野

沖
田　

ナ
ミ
子

89

沖
ヶ
浜
田

榎
本　

保
道

83

大
花
里

坂
中　

勇

78

塰
泊

能
塩　

芳
松

76

下
能
野

中
園　

ナ
リ

95

下
郷

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

長
瀬　

慎
吾　
　
　

塰
泊

　
　

＆

長
瀬　

美
里　
　
　

若
宮

西
川　

敦　
　
　
　

大
崎

　
　

＆

栁　

美
衣　
　
　
　

武
部

（
氏
名
）

 

（
年
齢
）
（
住
所
）

河
野　

笑
子

85

中
野

能
野　

鉃
夫

76

能
野
里

長
瀬　

秀
雄

77

塰
泊

竹
之
内
ツ
タ
子

96

平
山

長
田　

ノ
リ

88

浅
川

山
田　

永
順

81

川
迎

上
田　

メ
チ
子

97

上
石
寺

上
妻　

ヒ
サ

90

野
首

日
笠
山　

勇

73

野
木
平

濱
口　

ハ
ツ
ミ

94

浜
之
町

和
田　

ア
ケ
ミ

76

小
牧

沖
田　

サ
ワ

84

沖
ヶ
浜
田

小
倉　

眞
治　
　
　

榕
城
中
目

　
　

＆

浦
上　

美
津
子　
　

下
能
野

岩
元　

圭
悟　
　
　

西
町

　
　

＆

古
田　

里
美　
　
　

浜
脇

長
野　

晃
樹　
　
　

大
阪
市

　
　

＆

荒
木　

愛
莉　
　
　

塰
泊



い
く
畝
も
広
ご
る
茶
畑
刈
り
込
ま
れ
葉
陰
に
白
く
茶
の
花
の
咲
く

激
流
の
痕
跡
し
る
き
こ
の
山
の
破
壊
と
再
生
も
循
環
の
な
か

雨
ふ
り
て
沢
を
す
べ
り
し
ツ
ガ
ニ
は
向い

く
大う

み海
を
産う

ぶ
ゆ湯
に
生
命
を
継
ぐ

春
の
来
る
時
を
告
ぐ
る
や
酉
の
年
東
空
か
ら
初
日
が
昇
る

冷
え
込
む
日
笑
顔
で
通
る
新
聞
の
配
達
員
に
元
気
を
も
ら
う

夏
の
日
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
二
十
四
時
わ
れ
は
窓
辺
で
雑
誌
立
ち
読
む

頂
き
し
歌
集
撫
で
つ
つ
吾
も
い
つ
か
本
を
編
む
日
を
夢
と
し
描
か
む

石つ
わ
ぶ
き蕗

も
や
は
り
野
に
お
け
手
折
り
来
て
花
瓶
に
さ
せ
ど
長
く
は
も
た
ず

得
意
げ
に
人
に
自
慢
す
る
わ
れ
の
い
て
胸
の
う
ち
に
は
諭
す
吾
も
い
る

藁
に
さ
え
当
た
る
も
難
し
四
半
的
弓
道
と
い
う
楽
し
さ
を
知
る

わ
が
妻
と
二
人
で
築
き
し
登
り
窯
初
窯
出
し
に
拳
を
上
げ
る

天あ
ま
つ津

祝の
り
と詞

を
父
の
立
ち
日
に
ふ
と
覚
え
こ
れ
を
生
き
甲
斐
に
し
て
日
々
唱
え
け
り

は
ぐ
れ
猫
農
の
休
み
は
知
っ
て
い
る
つ
れ
あ
い
の
名
で
呼
び
魚
食
べ
さ
す

ド
ロ
ー
ン
を
操
り
た
る
や
達
人
の
撮
影
さ
れ
し
水
面
の
紅
葉

黄た
そ
が
れ昏

て
冬
の
赤
光
一
筋
の
木
は
テ
ラ
テ
ラ
と
電
飾
模
様

年
の
瀬
に
き
ず
な
再
び
取
り
戻
す

池
田
・
池
浪
三
重
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

わ
ら
び
苑
・
折
戸
イ
ク
子

松
畠
・
川
野
由
美
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　
　

茜

西
町
・
濱
田　

千
代

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
古
市　

律
子

浅
川
・
村
添　

勝
代

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

上
古
田
・
山
下　

和
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
お
り

区　分 島内産 島外産
入荷量 26 トン 42 トン
68 トン （38％） （62％）
取引額 784 万円 678 万円
1,462 万円 （54％） （46％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 1,011 135 8,680 897
葉 茎 菜 類 1,591 431 12,691 1,640
果 菜 類 173 57 2,558 1,037
そ の 他 8,675 2,207 7,471 1,585
小 計 11,450 2,830 31,400 5,159

果
物
類

かんきつ類 13,369 2,342 4,908 449
果 瓜 類 22 24 8 3
そ の 他 462 548 4,838 665
小 計 13,853 2,914 9,754 1,117

鳥卵・加工品等 740 935 1,239 396

花　類
41,008

1,159
1,865

111
本 本

青
果
状
況
【
12
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
２
月
の
休
み
》　

５
日
・
11
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・

　
　
　
　

22
日
・
26
日

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
お

正
月
は
、
天
気
も
良
く
暖
か
い
日
が
続
き
ま
し
た
ね
。
皆
さ

ん
は
、
ど
の
よ
う
な
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？
私
は
、

帰
郷
し
た
友
人
達
と
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、
近
況
を
報
告
し
合

い
ま
し
た
。
○
○
が
大
変
、
○
○
が
難
し
い
と
言
い
な
が
ら

も
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
友
人
達
の
話
を
聞
い

て
、「
私
も
負
け
な
い
く
ら
い
頑
張
ろ
う
！
」
と
改
め
て
思
っ

た
お
正
月
で
し
た
。
▽
私
事
で
す
が
…
も
う
す
ぐ
広
報
担
当

１
周
年
！
２
０
１
７
年
の
目
標
は
、「
た
く
さ
ん
の
話
題
を
ト

リ
あ
げ
て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
広
報
紙
を
作
る
こ
と
」。
皆

さ
ん
に
、
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
「
市
政
の
窓
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
莉
）

【開催日時】
　２月 25 日（土）
　18 時 30 開演（18 時開場）
【場所】市民会館ホール
【入場料】無料

【ゲスト】
　木佐貫　茜（ヴァイオリン）
　清水　かおり（コントラバス）
【特別演奏】
　鹿児島混声合唱団
【プログラム】
　（１部）コールわかさ
　（２部）ゲストステージ
　　　　（木佐貫  茜、清水か
　　　　おり、今村裕紀）
　（３部）特別演奏
　　　　（鹿児島混声合唱団）
　（４部）コールわかさ

♩




